
(57)【要約】

【課題】第三シールでシールするダストの量を減少し、

ダストをシールすることで摩耗する第三シールの摩耗を

抑制し、早期摩耗に起因する締め代の低下でダストが密

封流体側に侵入するのを防止し、軸付きシールの寿命を

向上させる。

【解決手段】軸２に装着され大気側Ａで外径方向に延び

るフランジ部１３を有するスリーブ１１を備えた第一シ

ール１０と、補強環２１と第一シール１０に摺接する第

二シール本体部２５とを備えた第二シール２０と、補強

環２１に固定されフランジ部１３と軸方向所定間隔を有

し大気側Ａに設けられた第一保護環３０及び第二保護環

４０と、フランジ部１３に接着し第一保護環３０に摺動

する第三シール本体部５５を備えた第三シール５０と、

第一保護環３０と第二保護環４０とに挟持され軸２に面

接触で摺動する樹脂の第四シール本体部７１を備えた第

四シール７０とを備えた構成とした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 に 同 心 的 に 相 対 動 す る 軸 と ハ ウ ジ ン グ と の 間 の 環 状 空 間 に 設 け ら れ 、 密 封 流 体 側 の 密
封 流 体 を シ ー ル す る と 共 に 、 大 気 側 の 泥 水 等 の ダ ス ト を シ ー ル す る も の で あ っ て 、
前 記 軸 に 装 着 さ れ 、 大 気 側 で 外 径 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ 部 を 有 す る ス リ ー ブ と 、 前 記 軸 の
外 周 面 を シ ー ル す る 第 一 シ ー ル 本 体 部 と 、 を 備 え た 第 一 シ ー ル と 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 さ れ 、 補 強 環 と 、 前 記 第 一 シ ー ル に 摺 動 す る 第 二 シ ー ル 本 体 部 と 、
を 備 え た 第 二 シ ー ル と 、
前 記 補 強 環 に 固 定 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 と 軸 方 向 所 定 間 隔 を 有 し 大 気 側 に 設 け ら れ た 第 一
保 護 環 及 び 第 二 保 護 環 と 、
前 記 フ ラ ン ジ 部 に 接 着 し 前 記 第 一 保 護 環 に 摺 動 す る 第 三 シ ー ル 本 体 部 を 備 え た 第 三 シ ー ル
と 、
前 記 第 一 保 護 環 と 前 記 第 二 保 護 環 と に 挟 持 さ れ 前 記 軸 に 面 接 触 で 摺 動 す る 樹 脂 の 第 四 シ ー
ル 本 体 部 を 備 え た 第 四 シ ー ル と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 軸 付 き シ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 軸 付 き シ ー ル で あ っ て 、 リ ッ プ 形 状 か ら な る ゴ ム 状 弾 性 体 の リ ン グ を
前 記 第 四 シ ー ル 本 体 部 と 前 記 第 二 保 護 環 の 円 筒 部 と の 間 に 介 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 軸
付 き シ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 気 側 の 泥 水 等 の ダ ス ト 条 件 が 厳 し い 環 境 下 で 使 用 さ れ る 農 業 機 械 、 建 築 機
械 等 の 軸 封 部 を シ ー ル す る た め に 用 い ら れ る 軸 付 き シ ー ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 大 気 側 の 泥 水 等 の ダ ス ト 条 件 が 厳 し い 環 境 下 で 使 用 さ れ る 農 業 機 械 、 建 築 機 械 等
の 軸 封 部 を シ ー ル す る た め に 用 い ら れ る 軸 付 き シ ー ル と し て は 、 図 ３ に 示 す も の が 知 ら れ
て い る （ 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 軸 付 き シ ー ル １ ０ ０ は 、 互 に 相 対 動 す る 軸 １ ０ １ と
ハ ウ ジ ン グ １ ０ ２ と の 間 を シ ー ル す る も の で あ っ て 、 第 一 シ ー ル １ １ ０ と 、 第 二 シ ー ル １
２ ０ と 、 保 護 環 １ ３ ０ と 、 第 三 シ ー ル １ ４ ０ と 、 ダ ス ト シ ー ル １ ５ ０ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 一 シ ー ル １ １ ０ は 、 軸 方 向 に 延 び 軸 １ ０ １ と 嵌 合 し て い る 円 筒 部 １ １ ２ と 円 筒 部 １ １
２ の 大 気 側 Ａ 端 部 か ら 外 径 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ 部 １ １ ３ を 有 す る ス リ ー ブ １ １ １ と 、 円
筒 部 １ １ ２ の 内 周 側 に 装 着 さ れ 軸 １ ０ １ と の 間 を シ ー ル す る ゴ ム 状 弾 性 体 の 第 一 シ ー ル 本
体 部 １ １ ５ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 二 シ ー ル １ ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ２ に 嵌 合 し て い る 円 筒 部 １ ２ ２ の 大 気 側 Ａ 端 部 か
ら 外 径 方 向 に 延 び る 外 向 き フ ラ ン ジ 部 １ ２ ３ と 密 封 流 体 側 Ｂ の 端 部 か ら 内 径 方 向 に 延 び る
内 向 き フ ラ ン ジ 部 １ ２ ４ と を 有 す る 補 強 環 １ ２ １ と 、 補 強 環 １ ２ １ の 円 筒 部 １ ２ ２ と 内 向
き フ ラ ン ジ 部 １ ２ ４ と に 接 着 し て い る ゴ ム 状 弾 性 体 の 第 二 シ ー ル 本 体 部 １ ２ ５ と 、 を 備 え
て い る 。 第 二 シ ー ル 本 体 部 １ ２ ５ は 、 密 封 流 体 側 Ｂ に 延 び 第 一 シ ー ル １ １ ０ の 円 筒 部 １ １
２ の 外 周 面 に 摺 動 す る 第 一 シ ー ル リ ッ プ １ ２ ６ と 、 大 気 側 Ａ に 延 び 第 一 シ ー ル １ １ ０ の 円
筒 部 １ １ ２ の 外 周 面 に 摺 動 す る 第 二 シ ー ル リ ッ プ １ ２ ７ お よ び 第 三 シ ー ル リ ッ プ １ ２ ８ と
、 同 じ く 大 気 側 Ａ に 延 び ス リ ー ブ １ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ １ ３ の 密 封 流 体 側 Ｂ 端 面 に 摺 動 す
る 第 四 シ ー ル リ ッ プ １ ２ ９ と を 有 し 、 第 一 シ ー ル リ ッ プ １ ２ ６ の 外 周 側 に は 径 方 向 の 緊 迫
力 を 付 与 す る ガ ー タ ス プ リ ン グ １ ２ ６ ａ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 保 護 環 １ ３ ０ は 、 ス リ ー ブ １ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ １ ３ と 軸 方 向 所 定 間 隔 を 有 し 大 気 側 Ａ
に 設 け ら れ て い て 、 径 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ 部 １ ３ １ の 外 周 部 １ ３ ２ が 第 二 シ ー ル 部 １ ２
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０ の 外 向 き フ ラ ン ジ 部 １ ２ ３ の 大 気 側 Ａ 端 面 に 当 接 し 、 カ シ メ 部 １ ２ ３ ａ に て カ シ メ 固 定
さ れ て い て 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ １ の 内 周 側 端 部 は 密 封 流 体 側 Ｂ に 延 び る 円 筒 部 １ ３ ３ を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 三 シ ー ル １ ４ ０ は 、 ス リ ー ブ １ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ １ ３ に 接 着 し 保 護 環 １ ３ ０ の フ ラ
ン ジ 部 １ ３ １ の 密 封 流 体 側 Ｂ 端 面 に 摺 動 す る ゴ ム 状 弾 性 体 の 第 三 シ ー ル 本 体 部 １ ４ ５ を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 三 シ ー ル 本 体 部 １ ４ ５ は 、 第 一 シ ー ル 本 体 部 １ １ ５ と 一 体 に 成 形 さ れ て い て 、 保 護 環
１ ３ ０ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ １ の 密 封 流 体 側 Ｂ 端 面 に 摺 動 す る 内 径 方 向 に 傾 き 径 方 向 所 定 間 隔
を 有 し て 設 け ら れ て い る 第 一 シ ー ル リ ッ プ １ ４ ６ 及 び 第 二 シ ー ル リ ッ プ １ ４ ７ と を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ダ ス ト シ ー ル １ ５ ０ は 、 第 一 シ ー ル 本 体 部 １ １ ５ の 大 気 側 Ａ 端 部 に 一 体 で 成 形 さ れ て い
て 外 径 方 向 に 傾 い て 延 び 、 保 護 環 １ ３ ０ の 円 筒 部 １ ３ ３ の 内 周 面 に 摺 動 す る ダ ス ト シ ー ル
リ ッ プ １ ５ ５ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 ダ ス ト シ ー ル １ ５ ０ で 大 気 側 Ａ よ り 泥 水 等 の ダ ス ト が 浸 入 す る の を シ ー ル
し 、 更 に 、 侵 入 し た 泥 水 等 の ダ ス ト は 、 第 三 シ ー ル １ ４ ０ の 第 一 シ ー ル リ ッ プ １ ４ ６ 及 び
第 二 シ ー ル リ ッ プ １ ４ ７ で シ ー ル す る の で 、 密 封 流 体 側 Ｂ に 泥 水 等 の ダ ス ト が 侵 入 す る （
漏 れ る ） の が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 上 記 構 成 で あ る と 、 泥 水 等 の 使 用 条 件 が 特 に 厳 し い 環 境 下 で 使 用
さ れ た と き に 、 ダ ス ト シ ー ル １ ５ ０ で 充 分 に シ ー ル す る こ と が 出 来 ず 、 ダ ス ト シ ー ル １ ５
０ を 通 過 し た 多 量 の 泥 水 等 の ダ ス ト を シ ー ル す る こ と で 第 三 シ ー ル １ ４ ０ の 第 一 シ ー ル リ
ッ プ １ ４ ６ 及 び 第 二 シ ー ル リ ッ プ １ ４ ７ が 早 期 に 摩 耗 し て 締 め 代 が 低 下 し 、 要 求 寿 命 に 達
し な い う ち に 泥 水 等 の ダ ス ト が 密 封 流 体 側 Ｂ へ 浸 入 す る と の 不 具 合 が 認 め ら れ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 第 三 シ ー ル 本 体 部 を 別 体 の 樹 脂 で 成 形 し 、 ス リ ー ブ の フ ラ
ン ジ 部 と 保 護 環 と に 摺 動 さ せ る こ と で 第 三 シ ー ル 本 体 部 の 対 摩 耗 性 を 改 善 す る こ と が 開 示
さ れ て い る が 、 本 発 明 と は 目 的 、 構 成 を 異 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ３ ０ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ０ ０ ５ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ
は 、 第 三 シ ー ル で シ ー ル す る ダ ス ト の 量 を 減 少 し 、 ダ ス ト を シ ー ル す る こ と で 摩 耗 す る 第
三 シ ー ル の 摩 耗 を 抑 制 し 、 も っ て 早 期 摩 耗 に 起 因 す る 締 め 代 の 低 下 で 泥 水 等 の ダ ス ト が 密
封 流 体 側 に 侵 入 す る （ 漏 れ る ） の を 防 止 し 、 軸 付 き シ ー ル の 寿 命 を 向 上 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 軸 付 き シ ー ル は 、 互 に 同 心 的 に 相 対
動 す る 軸 と ハ ウ ジ ン グ と の 間 の 環 状 空 間 に 設 け ら れ 、 密 封 流 体 側 の 密 封 流 体 を シ ー ル す る
と 共 に 、 大 気 側 の 泥 水 等 の ダ ス ト を シ ー ル す る も の で あ っ て 、 前 記 軸 に 装 着 さ れ 、 大 気 側
で 外 径 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ 部 を 有 す る ス リ ー ブ と 、 前 記 軸 の 外 周 面 を シ ー ル す る 第 一 シ
ー ル 本 体 部 と 、 を 備 え た 第 一 シ ー ル と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 さ れ 、 補 強 環 と 、 前 記 第 一
シ ー ル に 摺 動 す る 第 二 シ ー ル 本 体 部 と 、 を 備 え た 第 二 シ ー ル と 、 前 記 補 強 環 に 固 定 さ れ 、
前 記 フ ラ ン ジ 部 と 軸 方 向 所 定 間 隔 を 有 し 大 気 側 に 設 け ら れ た 第 一 保 護 環 及 び 第 二 保 護 環 と
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、 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 接 着 し 前 記 第 一 保 護 環 に 摺 動 す る 第 三 シ ー ル 本 体 部 を 備 え た 第 三 シ ー
ル と 、 前 記 第 一 保 護 環 と 前 記 第 二 保 護 環 と に 挟 持 さ れ 前 記 軸 に 面 接 触 で 摺 動 す る 樹 脂 の 第
四 シ ー ル 本 体 部 を 備 え た 第 四 シ ー ル と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 請 求 項 ２ に 係 る 軸 付 き シ ー ル は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 軸 付 き シ ー ル で あ っ て 、 リ ッ プ
形 状 か ら な る ゴ ム 状 弾 性 体 の リ ン グ を 前 記 第 四 シ ー ル 本 体 部 と 前 記 第 二 保 護 環 の 円 筒 部 と
の 間 に 介 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 上 記 構 成 を 備 え た 請 求 項 １ に 係 る 軸 付 き シ ー ル に お い て は 、 大 気 側 に 位 置 す
る 第 一 保 護 環 と 第 二 保 護 環 と で 挟 持 さ れ た 第 四 シ ー ル 本 体 部 が 軸 に 面 接 触 で 摺 動 し 、 大 気
側 の 泥 水 等 の ダ ス ト が シ ー ル 内 に 浸 入 す る の を シ ー ル す る の で 、 第 三 シ ー ル で シ ー ル す る
ダ ス ト の 量 が 減 少 し 、 ダ ス ト を シ ー ル す る こ と に よ る 第 三 シ ー ル 本 体 部 の 摩 耗 を 抑 制 す る
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 三 シ ー ル 本 体 部 の 早 期 摩 耗 に 起 因 す る 締 め 代 の 低 下 で 泥 水
等 の ダ ス ト に 対 す る シ ー ル 性 が 低 下 し 密 封 流 体 側 に ダ ス ト が 侵 入 す る の を 防 止 す る こ と が
で き 、 軸 付 き シ ー ル の 寿 命 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 四 シ ー ル 本 体 部 は 、 樹 脂 で 成 形 さ れ て い る の で 低 摩 擦 性 に 優 れ 、 耐 摩 耗 性 が 良
い の で 摩 耗 に よ る シ ー ル 性 の 低 下 が な く 、 し か も 、 軸 に 面 接 触 で 摺 動 す る の で シ ー ル 面 積
が 大 き い た め 、 寿 命 終 期 で あ っ て も 泥 水 等 の ダ ス ト に 対 す る シ ー ル 性 が 良 く 、 第 三 シ ー ル
で シ ー ル す る ダ ス ト の 量 を 減 少 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 こ れ に 加 え る に 請 求 項 ２ に 係 る 軸 付 き シ ー ル は 、 リ ッ プ 形 状 か ら な る ゴ ム 状 弾 性
体 の リ ン グ が 第 四 シ ー ル 本 体 部 と 第 二 保 護 環 の 円 筒 部 と の 間 に 介 在 し て い る の で 、 軸 が 変
動 し た と き で あ っ て も 軸 に 対 す る 第 四 シ ー ル 本 体 部 の 追 随 性 、 圧 縮 安 定 性 を 向 上 す る こ と
が で き 、 第 四 シ ー ル の シ ー ル 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 例 示 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 一 実 施 形 態
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に 係 る 軸 付 き シ ー ル の 要 部 断 面 を 示 し て お り 、 以 下 の よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 軸 付 き シ ー ル 1は 、 互 に 同 心 的 に 相 対 動 す る 軸 ２ と ハ ウ ジ ン グ ３ と の 間 の 環 状 空 間
に 設 け ら れ る も の で あ っ て 、 第 一 シ ー ル １ ０ と 、 第 二 シ ー ル ２ ０ と 、 第 一 保 護 環 ３ ０ と 、
第 二 保 護 環 ４ ０ と 、 第 三 シ ー ル ５ ０ と 、 ダ ス ト シ ー ル ６ ０ と 、 第 四 シ ー ル ７ ０ と 、 を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 一 シ ー ル １ ０ は 、 軸 方 向 に 延 び 軸 ２ と 嵌 合 し て い る 円 筒 部 １ ２ と 円 筒 部 １ ２ の 大 気 側
Ａ 端 部 か ら 外 径 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ 部 １ ３ と を 有 す る ス リ ー ブ １ １ と 、 円 筒 部 １ ２ の 内
径 側 に 接 着 し 軸 ２ と の 間 を シ ー ル す る ゴ ム 状 弾 性 体 の 第 一 シ ー ル 本 体 部 １ ５ と 、 を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 二 シ ー ル ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 嵌 合 し て い る 円 筒 部 ２ ２ の 大 気 側 Ａ 端 部 か ら 外 径 方
向 に 延 び る 外 向 き フ ラ ン ジ 部 ２ ３ と 密 封 流 体 側 Ｂ の 端 部 か ら 内 径 方 向 に 延 び る 内 向 き フ ラ
ン ジ 部 ２ ４ と を 有 す る 補 強 環 ２ １ と 、 補 強 環 ２ １ の 円 筒 部 ２ ２ と 内 向 き フ ラ ン ジ 部 ２ ４ と
に 接 着 し て い る ゴ ム 状 弾 性 体 の 第 二 シ ー ル 本 体 部 ２ ５ と 、 を 備 え て い る 。 第 二 シ ー ル 本 体
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部 ２ ５ は 、 密 封 流 体 側 Ｂ に 延 び 第 一 シ ー ル １ ０ の 円 筒 部 １ ２ の 外 周 面 に 摺 動 す る 第 一 シ ー
ル リ ッ プ ２ ６ と 、 大 気 側 Ａ に 延 び 第 一 シ ー ル １ ０ の 円 筒 部 １ ２ の 外 周 面 に 摺 動 す る 軸 方 向
に 所 定 間 隔 を 有 し て 設 け ら れ て い る 第 二 シ ー ル リ ッ プ ２ ７ お よ び 第 三 シ ー ル リ ッ プ ２ ８ と
、 同 じ く 大 気 側 Ａ に 延 び ス リ ー ブ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ の 密 封 流 体 側 Ｂ 端 面 に 摺 動 す る 第
四 シ ー ル リ ッ プ ２ ９ と を 有 し 、 第 一 シ ー ル リ ッ プ ２ ６ の 外 周 側 に は 径 方 向 に 緊 迫 力 を 付 与
す る ガ ー タ ス プ リ ン グ ２ ６ ａ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 一 保 護 環 ３ ０ は 、 ス リ ー ブ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ と 軸 方 向 所 定 間 隔 を 有 し 大 気 側 Ａ に
設 け ら れ て い て 、 径 方 向 に 延 び る 第 一 保 護 フ ラ ン ジ 部 ３ １ と 、 第 一 保 護 フ ラ ン ジ 部 ３ １ の
外 径 側 端 部 で あ っ て 第 二 シ ー ル ２ ０ の 外 向 き フ ラ ン ジ 部 ２ ３ の 大 気 側 Ａ 端 面 に 当 接 す る 第
一 保 護 外 周 部 ３ ２ と 、 第 一 保 護 フ ラ ン ジ 部 ３ １ の 内 径 側 端 部 か ら 密 封 流 体 側 Ｂ に 延 び る 第
一 保 護 円 筒 部 ３ ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 二 保 護 環 ４ ０ は 、 第 一 保 護 環 ３ ０ の 第 一 保 護 フ ラ ン ジ 部 ３ １ と 軸 方 向 所 定 間 隔 を 有 し
大 気 側 Ａ に 設 け ら れ て い て 、 径 方 向 に 延 び る 第 二 保 護 フ ラ ン ジ 部 ４ １ と 、 第 二 保 護 フ ラ ン
ジ 部 ４ １ の 外 径 側 端 部 か ら 密 封 流 体 側 Ｂ に 向 か っ て 延 び る 第 二 保 護 円 筒 部 ４ ２ と 、 第 二 保
護 円 筒 部 ４ ２ の 密 封 流 体 側 Ｂ 端 部 か ら 外 径 方 向 に 延 び る 第 二 保 護 外 周 部 ４ ３ と を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 一 保 護 環 ３ ０ の 第 一 保 護 外 周 部 ３ ２ の 密 封 対 象 側 Ｂ 端 面 が 第 二 シ ー ル ２ ０ の 外 向 き フ
ラ ン ジ 部 ２ ３ の 大 気 側 Ａ 端 面 に 当 接 し 、 そ の 第 一 保 護 外 周 部 ３ ２ の 大 気 側 Ａ 端 面 に 第 二 保
護 環 ４ ０ の 第 二 保 護 外 周 部 ４ ３ の 密 封 対 象 側 Ｂ 端 面 が 当 接 し 、 第 一 保 護 外 周 部 ３ ２ と 第 二
保 護 外 周 部 ４ ３ と が 第 二 シ ー ル ２ ０ の 外 向 き フ ラ ン ジ 部 ２ ３ の カ シ メ 部 ２ ３ ａ に て カ シ メ
固 定 さ れ 、 こ れ に よ り 第 一 保 護 環 ３ ０ と 第 二 保 護 環 ４ ０ と が 軸 方 向 に 所 定 間 隔 を 有 し て 装
着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 三 シ ー ル ５ ０ は 、 ス リ ー ブ １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ に 接 着 し て い る ゴ ム 状 弾 性 体 の 第 三
シ ー ル 本 体 部 ５ ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 三 シ ー ル 本 体 部 ５ ５ は 、 第 一 シ ー ル 本 体 部 １ ５ と 一 体 に 成 形 さ れ て い て 、 第 一 保 護 環
３ ０ の 第 一 保 護 フ ラ ン ジ 部 ３ １ の 密 封 流 体 側 Ｂ 端 面 に 摺 動 す る 内 径 方 向 に 傾 き 径 方 向 所 定
間 隔 を 有 し て 設 け ら れ て い る 第 一 シ ー ル リ ッ プ ５ ６ 及 び 第 二 シ ー ル リ ッ プ ５ ７ と を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ダ ス ト シ ー ル ６ ０ は 、 第 一 シ ー ル 本 体 部 １ ５ の 大 気 側 Ａ 端 部 に 第 三 シ ー ル 本 体 部 ５ ５ と
共 に 一 体 で 成 形 さ れ て い て 外 径 方 向 に 傾 い て 延 び 、 第 一 保 護 環 ３ ０ の 第 一 保 護 円 筒 部 ３ ３
の 内 周 面 に 摺 動 す る ダ ス ト シ ー ル リ ッ プ ６ ５ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 四 シ ー ル ７ ０ は 、 第 一 保 護 環 ３ ０ の 第 一 保 護 フ ラ ン ジ 部 ３ １ と 第 二 保 護 環 ４ ０ の 第 二
保 護 フ ラ ン ジ 部 ４ １ と に よ り 挟 持 さ れ て い る 第 四 シ ー ル 本 体 部 ７ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 四 シ ー ル 本 体 部 ７ １ は 、 樹 脂 で あ る テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） で 成 形 さ れ て い る 断 面 が 矩
方 形 状 で あ っ て 、 内 周 面 ７ ４ が 軸 ２ の 外 周 面 に 面 接 触 で 摺 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 構 成 の 軸 付 き シ ー ル １ に お い て は 、 第 四 シ ー ル 本 体 部 ７ １ が 第 一 保 護 環 ３ ０ と 第 二
保 護 環 ４ ０ と で 挟 持 さ れ 、 軸 ２ の 外 周 面 に 面 接 触 で 摺 動 し 、 大 気 側 Ａ の 泥 水 等 の ダ ス ト を
シ ー ル す る の で 、 ダ ス ト シ ー ル ６ ０ を 通 過 し 第 三 シ ー ル ５ ０ で シ ー ル す る ダ ス ト の 量 が 減
少 し 、 ダ ス ト を シ ー ル す る こ と に よ る 第 三 シ ー ル 本 体 部 ５ ５ の 摩 耗 を 抑 制 す る こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 第 三 シ ー ル 本 体 部 ５ ５ の 早 期 摩 耗 に 起 因 す る 締 め 代 が 低 下 し 、 シ ー ル 性
が 低 下 す る の を 防 止 す る こ と が 可 能 と な り 、 シ ー ル 性 の 低 下 で 大 気 側 Ａ の 泥 水 等 の ダ ス ト
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が 密 封 流 体 側 Ｂ に 侵 入 す る の を 防 止 す る こ と が 可 能 と な り 、 軸 付 き シ ー ル １ の 寿 命 を 向 上
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 第 四 シ ー ル 本 体 部 ７ １ は 、 樹 脂 で あ る テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） で 成 形 さ れ て い る の
で 低 摩 擦 性 に 優 れ 、 摩 耗 が 抑 制 さ れ る の で シ ー ル 性 の 低 下 が な く 、 し か も 軸 ２ に 面 接 触 で
摺 動 す る の で シ ー ル 面 積 が 大 き く 、 寿 命 終 期 で あ っ て も 泥 水 等 の ダ ス ト に 対 す る シ ー ル 性
が 良 く 、 第 三 シ ー ル ５ ０ で シ ー ル す る ダ ス ト の 量 を 減 少 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 二 実 施 形 態
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 二 実 施 例 に 係 る 軸 付 き シ ー ル １ の 要 部 断 面 を 示 し て い る 。 第 二 実 施
例 は 、 第 四 シ ー ル ７ ０ に お い て 、 第 四 シ ー ル 本 体 部 ７ １ と 第 二 保 護 環 ４ ０ の 第 二 保 護 円 筒
部 ４ ２ の 内 径 側 端 面 と の 間 に リ ッ プ 形 状 ７ ３ か ら な る ゴ ム 状 弾 性 体 の リ ン グ ７ ２ を 介 在 さ
せ て い る 点 が 第 一 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 し た が っ て 、 第 二 実 施 例 に お い て も 第 一 実 施 例 と 同 様 の 作 用 を 奏 す る 他 に 、 こ れ に 加 え
る に 、 リ ッ プ 形 状 ７ ３ か ら な る ゴ ム 状 弾 性 体 の リ ン グ ７ ２ が 第 四 シ ー ル 本 体 部 ７ １ と 第 二
保 護 環 ４ ０ の 第 二 保 護 円 筒 部 ４ ２ と の 間 に 介 在 し て い る の で 、 軸 ２ が 変 動 し た と き で あ っ
て も 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） か ら な る 第 四 シ ー ル 本 体 部 ７ １ の 軸 ２ に 対 す る 追 随 性 、 圧 縮
安 定 性 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に 係 る 軸 付 き シ ー ル の 一 部 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 に 係 る 軸 付 き シ ー ル の 一 部 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 例 に 係 る 軸 付 き シ ー ル の 一 部 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 軸 付 き シ ー ル
　 ２ 　 軸
　 ３ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ０ 　 第 一 シ ー ル
　 １ １ 　 ス リ ー ブ
　 １ ２ ， ２ ２ ， ３ ３ ， ４ ２ 　 円 筒 部
　 １ ３ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ３ １ ， ４ １ 　 フ ラ ン ジ 部
　 １ ５ ， ２ ５ ， ５ ５ ,７ １ 　 シ ー ル 本 体 部
　 ２ ０ 　 第 二 シ ー ル
　 ２ １ 　 補 強 環
　 ２ ３ ａ 　 カ シ メ 部
　 ２ ６ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ， ５ ６ ， ５ ７ ， ６ ５ 　 シ ー ル リ ッ プ
　 ２ ６ ａ 　 ガ ー タ ス プ リ ン グ
　 ３ ０ 　 第 一 保 護 環
　 ３ ２ ， ４ ３ 　 外 周 部
　 ４ ０ 　 第 二 保 護 環
　 ５ ０ 　 第 三 シ ー ル
　 ６ ０ 　 ダ ス ト シ ー ル
　 ７ ０ 　 第 四 シ ー ル
　 ７ ２ 　 リ ン グ
　 ７ ３ 　 リ ッ プ 形 状
　 Ａ 　 大 気 側
　 Ｂ 　 密 封 流 体 側
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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